
Bull. Toyama Pref. Res. Inst. No.12， 33-42 (2000) 

富山湾深層水で自然繁茂する付着珪藻

鈴木秀和*・南雲 保“・藤田大介川*

(2000年3月25日受理)

Attached diatoms blooming in the deep-sea water pumped from Toyama Bay 

Hidekazu SUZUKI*， Tamotsu NAGUMO** and Daisuke FUJITAホ$業

Abstract 

Attached diatoms blooming in the deep-sea water pumped from Toyama 

Bay have been， used in seed production of the abalone， Nordotis discus 

hαnnαi， and the horned turban， Turbo cornutus. A floristic study revealed 

the presence of 20 species of diatoms (including 4 unidentifed taxa) in 13 

genera. Short taxonomic data were obtained for 8 taxa as follows: Achnαnthes 

longipes， Achnαnthes punctiferα， Cocconeis scutellum var. scutellum， Cocconeis 

sp. 1， Cocconeis sp. 2， Nαuiculαdirectα， p，αrlibellus delognei， T，αbulαrLα 

muesuens. 

Key words: abalone， attached diatom， deep-sea water， horned turban， 
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日本海の300m以深には深層水と呼ばれる低温 清浄で栄養塩豊富な日本海固有の水塊が広く

存在する。富山県水産試験場では，富山湾より汲み上げられた深層水を利用し，水槽内に自然繁茂

した付着珪藻を餌料としてエゾアワビNordotisdiscus hαnnαLの養殖試験やサザエTurbocornutus 

放流用種苗の大型化試験が行われている。国内におけるアワビ，サザエ，ウニ，ナマコなどの種

苗生産では，透明塩化ビニール製波板(以下波板と略す)に付着珪藻を主体とする微生物フィル

ムを繁殖させ，これらの浮遊幼生の変態誘導を行うとともに，その後の初期餌料として用いてい

る (Suzukiet al.， 1987など)。しかし，海産付着珪藻は，利用面で重要性が認識されている割

に分類学的知見が少ないのが現状である。近年，南雲・田中(1994)や鈴木他(1999)により海

藻着生珪藻の植生および分類学的研究が行われているが，本邦沿岸に生育する付着珪藻の分類や

生態に関する包括的議論にはさらに多くの調査・研究を要する。今回，富山県深層水利用研究施

設内のエゾアワビやサザエの飼育水槽内に自然繁茂する付着珪藻について，優占する分類群の形

態と分類学的知見を報告する。
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材料および方法

観察に用いた材料は，富山県水産試験場深層水利用研究施設内のエゾアワビおよびサザエ稚貝

の飼育水槽に設置された波板より採集した。生細胞の観察は，波板を小片に切り取り，光学顕微

鏡 (LM)を用いて行った。種の同定，被殻形態および微細構造の観察は，着生被殻を波板表面か

らこすり取り，ブリーチ法 (Nagumo& Kobayasi， 1990)による処理を行い， LMおよび走査電

子顕微鏡 (8EM)を用いて行った。 8EMIまHITACHI 8-4000および8-5000(日本歯科大学)を使

用した。

結果と考察

調査の結果，次の13属16種， 4未同定分類群の出現を認めることができた (Figs1-46)。

Ac九九α凡t九eslongipes Agardh; Achnαnthes punctiferαHustedt; Amphorα exilitαtα Giffen; 

Amphorαhelenensis Giffen; Amphorαsp.; Bαcillariαpαxillifer (0. F. Muller) Hendey; 

Cocconeis scutellum Ehrenberg var. scutellum; Cocconeis sp.1; Cocconeis sp. 2; Glyphodesmis 

αcus Mann; Gomphonemopsis pseudexiguα(8imonsen) Medlin; Melosirα nummuloides 

( Dillwyn) Agardh; N，αmcμJα directα(W. 8mith) Ralfs; Nαviculαsαlinicola Hustedt; 

Nαvicula sp.; OdontellααuritαAgardh; Pαrlibellus delognei (V an Heurck) Cox; 

Pseudogomphonemαhαmtschαticum (Grunow) Medlin; PseudoleyαnellαJμηαtαTakano; 

Tαbulariαinvestiens (W. 8mith) Williams et Round. 

これらのうち優占した分類群および特徴的な分類群について形態や分類の知見を以下に報告する。

1. Ac九九α凡t九eslongipes Agardh， 1824， 8ystema Algarum， p.l. (Figs 7-9， 31-34) 

被殻は縦溝殻(Fig.33)と無縦溝殻(Fig.32)からなり， Iく」の字に曲がる(Figs.7， 31)。殻は
幅広く，中央部でややくびれ，両殻端は鈍角となる。葉緑体は円盤状で細胞全体に散在する。い

くつかの細胞が殻面で結合し群体を形成し，殻端から分泌する粘液 (Figs.9， 34，矢印)によって

石や海藻などに着生する。今回の調査では，エゾアワビやサザエの摂食がない波板に多量に着生

して，立体的な群落を形成していた。

2. Ac九九αnthespμ凡ctiferαHustedt，1955， Bull. Duke Univ. Mar. 8ta. 6: p. 18， pl. 5， figs 

26-28. (Figs 17， 35-37) 

被殻は縦溝殻 (Fig.36)と無縦溝殻 (Fig.35)からなるが，前種のように「く」の字には曲が

らない。殻は薄く，小型で長楕円形。殻長7.0-18.0μm，殻幅3.5-5.5μm。縦溝殻の中心域に遊離

点が1つある。本種はCocconeis属のように縦溝殻面で基物に着生する。今回の調査では，波板の

表面だけでなく ，OdonterααμritαやBαcillariαpαxilliferにも着生していた (Figs.17， 37)。本

種はHustedt(1955)がBeaufort8eaで、採集した底泥より新種記載された。本邦では高野 (1996)

が愛知県渥美湾で採集している。
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3. Cocconeis scutellum Ehrenberg var. scutellum， 1837， Abh. k. Akad. Wiss. Berlin. 1837: 

p. 173; 1838， Infus. p. 194. pl. 14， fig. 8. (Figs 42， 43， 46) 

殻面は楕円形あるいはやや丸みを帯びた皮針形。殻長は14.0-35.0μm，殻幅は8.5-25.0μm。縦

溝殻 (Fig.42)の殻面はややへこむ。縦溝は真っ直ぐで，末端は両殻端および中心域でそれぞれ

広がる。無縦溝殻 (Fig.43)の殻面は台形に盛り上がる (Fig.46)。本種は海産付着珪藻として

代表的なもので，さまざまな基質上に出現するが，特に海藻上に多く観察される.鈴木ら(1999) 

は，本種を伊豆諸島式根島産の紅藻ユカリPlocαmiumteljαLnae上の優占種として報告している。

また， Takano (1961， 1962)は，新潟県産の紅藻テングサをはじめ，北海道産のホンダワラ類

Sαrgαssumsp.，石川県産のウガノモク類Cystophyllumsp.，兵庫県産のウミトラノオSαrgαssum

t九unbergiiなど，本邦各地の様々な海藻上に豊富に出現しているのを観察している。

4. Cocconeis sp. 1 (Figs 11， 38-41) 

殻面は楕円形。殻長は13.0-18.0μm，殻幅は7.5-10.0μm。縦溝殻の殻面はややへこみ (Fig.

38) ，無縦溝殻の殻面は台形に盛り上がる (Fig.39)。縦溝は真っ直ぐで，末端は両殻端および中

心域でそれぞれ広がる。条線は縦溝殻，無縦溝殻ともに 2列の胞紋列からなり，各々は腎臓形を

した2つの胞紋とそれらに挟まれた円形の胞紋から成る。葉緑体はCocconeis属に特徴的なC字形

である (Fig.11)。本種はC.costαtαGregory (Romero & Rivera， 1996)やC.pseudocostαtα 

Romero (Romero， 1996)によく似、ている。

5. Cocconeis sp. 2 (Figs 11， 44-46) 

殻面は楕円形。殻長は23.0-55.7μm，殻幅は14.5-42.0μm。縦溝殻の殻面はややへこみ，無縦溝

殻は凸状に盛り上るが，殻外面でわずかにへこむ (Fig.46)。縦溝は真っ直ぐで，末端は両殻端お

よび中心域でそれぞれ広がる。殻端にはやじり形の無紋域を生じる。葉緑体はCocconeis属に特徴

的なC字形であるが，縁は浅裂する (Fig.11)。本種の縦溝殻はC.shmidtii Heiden (Simonsen， 

1992)に，無縦溝殻はC.plαcentula Ehrenberg (Lange-Bertalot & Krammer， 1989)に似る。

6. Nαvicula directα(W. Smith) Ralfs， 1861， In Pritchard， A.， Infusorial， p. 906. 

(Figs 10， 23-26) 

殻面は皮針形で，殻套が発達する。殻長57.0-90.0μm，殻幅8.0-9.5μm。縦溝は真っ直ぐで，中

央末端には内部から生じた突起が見える (Fig.23)。一方，極裂は著しく鈎状に曲がる (Fig.26)。

条線は中央付近から殻端までほぼ平行で，縦長の短いスリッ トからなる (Fig.23)。細胞中央部の

核の両側には， 2個の大きな油滴が発達する (Fig.10)。

7. Pαrlibellus delognei (Van Heurck) Cox， 1988， Diat. Res. 3: p. 19-21， figs 1， 2， 11， 15. 

(Figs 4， 5， 27-28) 

細胞は舟形で，殻帯片がよく発達する。殻長24.0-57.0μm，殻幅12.0-18.0μm。殻の条線は明瞭

な点紋からなり， 10μmに18-20本ある。葉緑体は 2個あり板状，帯面観でX字形をしている (Figs

4， 5)。粘液質の鞘に入った群体を形成し，その中を活発に動いていた。本属は， Cox (1988) 
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が，本種をタイプ種としてNαvicula属から新属に組み替えたものである。

8. T，αbulariαinvestiens (W. Smith) Williams et Round， 1986， Diat. Res. 1: p.324， figs 39-

45. (Figs 18-20) 

殻面は真っ直ぐな皮針形で，先端は丸みを帯びる。殻幅は 3-4μmだが，殻長は28.0-149.5μm

と変化に富む。条線は10μmに11-12，殻面から殻套まで連続する 1個の胞紋となる。その形は楕

円形で，縦の小肋が顕著な師板によって閉塞される。軸域は非常に幅広く，両殻端には，顕著な

大きな殻端眼域が観察される (Fig.18，矢印)。このTαbulariα属は， Kutzing (1844)が設立し

たSynedra属の亜属に由来し， Williams & Round (1986)がSynedrabαrbαtula Kutzingをタ
イプ種として属のランクに組み換えたものである(出井・南雲 1997)。本邦では南雲・田中(19

94)が北海道産のクシペニヒパPtilotαfilicinα上に，鈴木ら(1999)が伊豆諸島式根島産の紅藻

ユカリ上に出現したことを報告している。

エゾアワビの種百生産における稚貝の飼育板上では 摂食により繁茂していた珪藻がほとんど

消失するが，Cocconeis属は摂食されず優占種となり，アワビ稚貝の摂食下でむしろ密度が増加す

るという傾向が観察されている (Suzukietαl.， 1987)。今回の調査でも，エゾアワビやサザエを

飼育している波板において Cocconeis属が波板全面に優占的に着生しているのが観察された。一

方これらの動物を飼育していない波板や水槽壁面にはAchnαnthes属やTαbulariα属および、Melosirα

属など立体的な群落を形成する種類が観察された。本報告では富山湾の深層水を利用した種苗生

産施設に繁茂する付着珪藻類の種組成とその分類学的知見を述べたが，今回観察された珪藻類が

増大胞子などの形で深層水中に含まれていたものか，陸上に汲み上げられてから混入したものか，

明らかにすることができなかった。今後は，富山湾域の表層と深層にまたがる付着珪藻の生活史

や動態を総合的に検討する必要がある。
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Figs 13，14 訂�ojrαnロ回n�9�es. F址.13 vegetative ce11. F址.14 Auxospore. （Ach.:か翫aM屁ｓｙｍｄ㈲Γα）.Figs

15-17 0ゐMeZZααΓ函２．Ｆ址.15 valve view.Fig.16　Girdleview

of a frustule. F毎，17 External view of valve（Ach.:AdmαMたesμｍｄげeΓα，Am.:Å用法oΓαsp.）.LM;

scale bar＝10μm.SEM; scale bars （13，14，17）＝10μm.
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Fig. 27 valve view. F址s 28，29 Girdle view of frustules. F址.30召α�Z『沁ｐａ価ZZ洽r.valve
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　　誤謬蕊預懇願、　‾‾願　篠酉

F縦s 31-34Admαなれes Z(mgφes.F毎.31　Girdle view of a frustule.Figs　32，33 Araphidvalve

and ra,phid valve of a frustule. F縦.34 Frustule with mucilage stalk (arrow)。Flgs35-37AdにＭ佃spにｄげｅΓα．　Ｆ鎗s

35，36 Araphid　valve　and　raphid　valve　of a frustule.F縦.37

Frustules attached on召α�Zαパapα肩硯/抑by raphid valves. LM and SEM (34，37);scalebars＝10μm.
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Ｆ辿s 38-41　Coccon詞s sp. 1.Fig.38 External view of raphid valve. F址。39 External vlewof

araphid valve. Figs 40，41 Raphid valve and araphid valve. Figs 42，43，46　Cocco瓦詞ssc討eZ缶瓜var.sc以eZ缶M.Figs

42.43 Raphid valve and araphid valve of a frustule. F栄.46Frustules（sc.）attached

on the plastic plate used for　rearing　the　horned　turban　7�油ocornM誼s.

Figs 44-46 Cocco瓦ds sp. 2.Figs 44，45　Raphid　valve　and　araphid　valve.F址.46

Frustules attached on the plastic plate used for rearing　the　horned　turban　7‾石油ocon討回.LM;

scale bar＝10μm，SEM; scale bars （38，39）＝5μmバ46）＝10μm.
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